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赤と白が大空に舞う　　く小山田小学校で〉

でもある｡ し築き上げなければならないとき しい生活の基盤を△フ､ここに確上山

子や孫にいたるまで､人間ら

らないかガ問われている｡ め､改めてどう対処しなければな

おもな内容

の活性化､ひいては市の発展のた
払たちは､自からの福祉､地区

ウ1ロードも接続する計画だと言 そして南部開発か現実化し､ブラ ス業の進出か目立って多くなった｡
≡ルフロード周辺には､サーピ

◎園芸ノフラフ誕生

②南部=業匡l地造成計匡l (∋農構改善センター落成

③釈迦受口釆坐像の出展記　⑧西陸中生徒の作文

㊨ふるさと回想記　　　　◎地区のスナ､ソプ写真

◎｢婦人会だより｣発行　　⑲宮相撲六名場所

埋立処分場か作動している｡
小山町や内山町には､産業廃棄物処理場､南部

うと､近年すこしすつ変化のきざしかみられるよ これからも､このまま推移するのだろうか､と書

反面､工業事業所数､従業員数は最低である｡
のなかでも第一位｡ 村地区の景観を保ち農業人口や農家戸数は各地区 にあり､もっとも変化に乏しい地域でもある｡農 して､約三十年になる｡市の中心から遠い西南端

小山田村と鹿問､和無口両字か四日市市に合併 南部開発が

スタート
生活の基盤を築く

編集発行小山田地区諸団体連絡協集会･小山田地区市民センター
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期待される南部開発の

早期実現を

是　又　結　構(匿名)

小山州地区の発展を願って三日申し卜げたい｡軽く読み
滋してくL)されは結蛸｡

日和近､心はミルク道路周辺
の開発に力を入れていると聞き及].{

ところか､土地の買収かう

ま-行かないと'これまた聞き及ぶ

兼業農家､パートタイマー

等がi=えている今日この唄､近-に職場か山来るのは大いに結構じゃないてすか′
′卜供や孫たちを'遠-へ就職させな-ても'これまた結

構′

土地の半分を取られても
残りの半分が三倍になれば､これまた結構′

小山凹の財政が糾吐かになり

我々の生活も==化かになる'これまた結構′
こんな結構な話'見逃がす

手はない｡

土地を持っていらっしゃる

方々､今一度大きな気特で対処してはLEけまいか?｡小山田地区が取り残されないためにも､是非ともよろしく｡

≡壷轟革義;--E1--･
B=~t一酎- -~･

造成計画が進められている南部工菓団地予定地-六名町地内で

小山川地区は'前号の　｢小

山凹地些二十年のあゆみ｣に掲械されL)とおり'昭和二十九年三月(鹿聞'和無出町は昭和三十l年凶日｣　に川臼市市に合併以来三十年を経過しその川'社会経済情勢の変遷とともに地区の状況も変容しましたか他の地区と比較しますと'都市化､工業化が

面での再軽備を図るとともに地域発展のための工業団地等の導入を図ることは'調和のとれた地域の発展と地区住民の生活安定に役立つものと､市当局に再三にわたり陳情'

水',),ルク道路の受益地'農触法にもとづく農用地区域の除外､市街化調細山区域での大規模開発など問題が多く､それらの解決に難航しておりましたが､ようや-問題解決の目途もたち､地区関係者､地主等に計画を説明し'その椎

開発推進協議会を結成し､地域の発展のために諸問題を調整しながら協力することになりました｡

計画としては､旧三鈴中学

校附近の山田､六名'鹿間'北小松町地内の畑地'山林等約三十ヘクタールの工業用地

を造成し､内陸刑卜の組立加工､農業､食品関連企業の誘致を図ろうとするもので､地元の協力を得ながら､昭和

楽しみながら健康づくり

心の触れ合いづくりのできるゲ--ボールのもつ意義は'誠に大きなものがあります｡

家にいて毎日テレビばか

り見ている老人は'嫁や家族を怒鳴りつけていますね｡それでは家庭の和が生まれるはずがありません｡

老人は若者と同じ様に動

-ことができません｡また新らしいことがなかなかホみ込めませんので'何とな-イライラしています｡
一万㌧若い人達は､それ

ぞれのやり方でいこうとするのに､何もできない老人

があれこれと口出しばかりするので嫌気がさしてきます｡お花いに他意はな-とも生活歴'年齢のちがう者が何時も1緒にいるからです｡1

健康と親睦を深める楽しいゲーーボール

巡れ農村的色彩が強く'活気に欠けていると言われています｡

当地区としては､農業構造

改善事業'同場軽備事業'農村総合較備モテル事業､三重用水事業等を推進し'農業万

要望をしてまいりましたo

市では'総合産業都市形成

のために､内陸部開発の一環として'小山田､内部両地区にまたがる南部工業団地の導入を計画しましたが'三重用

‥

進に協力をお願いしております｡

当地区におきましては､市

当局の計画の早期実現を図るため､昭和五十九年八月に地区関係者'地主代表等により

六十年度に法的手続きと用地買収に入り'できれば昭和六十1年度から用地造成にかかる予定です｡

番よいのは多過ぎる接触時間を減らすことです｡

そこで興味を持てることで

老人を戸外に引き出せば'これまで思ってみなかった面白さに夢中になっ一てしまい､顔つき'声'身振りも若返ってきます｡また隣近所との触れ合いもできてきますo　明るい顔つきで戻って-る様になれば'自然に家庭の中だけの和だけでなく､外とのつながりの中での和へと段々大き-伝がって行きます｡

いま'老人のボケが聞損に
なっていますが､ゲー-ボールでは監督はもちろんのことですが､競技する人もただボールを打てばよいというのではありません｡打順､打撃法から作戦までいつも考えてプレーをしなければなりません｡

このように常に頭を使う要
素が含まれていることが'脳細胞の衰えをとても防いでくれるのですo　健康の維持､増進と相互の親睦を深めるのにゲー-ボールは最適ですo

私も愛好者になって二年余

になりますo　現在は公認審判員として研帽を重ねています｡六十五歳の私が､パソコン'ワープロを自由自在に操作できるようになったのも'ゲー-ボールのお位です｡

みなさんの入会を心よりお
待ちしています｡



さん然と輝く釈迦如来坐像

奈良国立博物館に特別出展

総代　田　中　弘　治　郎

特別出展された

釈迦如来坐像

喜参観随行記1

同年卜月

川日､近郷近在の崇敬薪有志者がハス二ム=に分乗'同博物館での凶
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E:日市有六名町南命山光輪
十釈迦食の秘悌〝釈迦如来坐像〟については'前号で詳しく記しましたがその続編記として-

今回この釈迦如来坐像を､

奈良国立博物館の末物展に出品し'一般公開してはどうかとの申し出かありました｡

突然のことなので批拭きまし

たが､役員会に諮り相談の結果､いままで秘価でしたかこの機会に多-の方々に拝していたた-ことこそありがたいことと出展することに決め､その旨了解の返事をいL)しました｡

昨年七月三十日､同博物館

の主任研究官松浦正昭先生か来山せられ､厳重に榊包され古都の奈良へと初のお旅立ちに､何んとも言えぬ無nl.#感にて後姿に人目掌'一日も早-お帰り下さいとしばしのお別れをいたしました｡

宝展拝観に参加していたたきまLL)t

広い立派な博物館に入り､
松浦先生の案内で革小物は〓鳳､大平､平安､鎌倉'南北朝各時代の一流国宝物が並び'各偶像の作風､技巧'宗派(塞教､浄土教)　によって異なるのも'勝手につ-られたものでなし　その多-は尊い経典に説かれている通りの価様のお姿を彫像化したものであり､意味の深いものばかりでした｡

如来､菩膝'明仁'天'羅

漢等1度も拝したことのないものばかりの尊像が並び､金銅造り'木造､乾漆造'石造り等'また像内納入品など見るものすべて尊- ､貴重なものばかりにて非常に勉強になりました｡

新館に入ると'パッと明る

-照明されているその〓糞に我が北端寺の釈迦如来坐像が安置されていましたo

数多-の尊像の中には変色､

金箔の離脱､損傷などが見受けられましたか､当手の如来像はどこ一古州の損傷点な-数多-の逸品中にさん然と光り輝-こ尊谷を拝し'長さ年月机先が大切に守りつづけて来た仁念の賜物であると'改めて深い感謝を表し全員亜誓佃〓1g.:偶)を涙ながら奉讃しお別れを州しんで会場を後にしました｡

その後博物館では杵々の調
査研究か行われ'ようやく終りましたので'去る三月八日

(金)'松浦先生が磯送になり
こ帰山なさいました｡役員l同'先生より期待どおりの立派な仏像であるとの説明を承り､改めてお釈迦さまを拝し安堵の念仏を申しました｡

雷封じの奇俳

遠生寺檀家総代

I-........-.-.-.-.-.-.-.-.-,

堂ケ山町遠生寺には､今よ

り三百年前からある十1面観音が安置されている｡
この観音像が現在では｢雷

封じ｣　の奇価として伝えられているが､数少ないご開帳だけに最近では'地区の住民でさえ拝観する機会が少ない｡

昔より｢地震'雷､火事親

父｣　のことわざがあるように今より百数十年前に堂ケ山町

では､落雷のために多-の人家が焼失した｡

村人たちは'その雷の恐ろ

しさを封じんがために､富の様相を悪魔の人形に作り上げ観音像がその人形(雷)　の上位に立って'ちょうど雷を踏みつけている格好を意味し､民の迷信と情意の心が浮き彫りにされている姿がしのばれる併催であるo

の用心･心で用心･目で用心

し'投げ捨てはやめましょう｡

●枯れ草等のある危険な

場所では､たき火はやめましょう｡

●燃焼機器は正し-使い

点検'婆偏を励行しましょ､つ｡

●消防機関や､地域団体

の行う消防訓練には柿梅的に参加しまし･Lt,rj)

●消火器'水バケツ等消

化器具の設置についても'真剣に考えましょ
･つ0

●火災予防'地震対策等

について家族会議を開き､お互いの任務分担を決めておきましょう0

昨年中小山臼地区で四件の火災発生J

▼南消防署からのお願い▲

l般公開された会場

=奈良国立博物館にて

昨年､四日市市内の火災

件数は一三一件､その内四件が小山田地区で発生しています｡

小山田地区から火災を出

さないためにも'次のこと

を常に守り､火災予防に心がけましょう｡●炊事中等､火を使用してい

る場所を離れるときは'完全に火を消しましょう｡

●たばこの吸いがらは必ず消
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平　山

rふるさとは､遠さにあり

て思うもの｣なのであろうか｡

勤務の関係で小山川の土地
を離れて久し- ､一介のサラリーマンとして祢車に追われ結婚式や法事で･;々年に一二度帰郷するのみて､平素は大変ごぶきたがちであるD

そんな二月のある夜'小･

中学校の同級生である如集委
‥貝の方々から　｢他県に出てい

るh止場から､ふるさとの小山伯について何か書いて欲しい｣との電話を頂いた｡三月初旬

公　司へ如京耶剛Hi=小目一

に出鮎を控えており同相したが'熱心なお励めと生来の物好きで安諭けしたものの'仕かに追われ明日から出蝦という今日､ようや-ペンをとった次範である｡どうか駄文をお許し1日きたい｡

私がふるさとから遠-離れ

ていて､強-ふるさとを思い出すケースに三つあるC　以下順を追って述べたいC

には小山Hj城跡が残っており林には時々花見に行くが､切辺は農相で我が小山円とよ-似た町なみで､のどかな風米が残っている｡

そうした時､私たち豪放は

現実には町田市の小山田を見なから､話題はひとしきり凶日市の小山田に及び､つきることがないのである｡

のよりところ
地を離れている人程懐かしく､強く感じられ

ます｡

ここにふるさとを離れ､他県に在住されてい

る方からご寄稿いただきました｡

【その二

小山凹という地名を見聞き

する時'｢小山田｣と言う地名は案外多いのではあるまいか｡

私は仕車の関係で転勤も多
く　四日市を振り出しに茨城県鹿島市'北九州市'果ては地球の裏側のブラジルまで足を伸ばし'現在は東京郊外の町田市に在住しているが'北九州にも小山川かあったか､二の町凹市にも小山川がある｡

町H市の小山凹は､心の西

北部の丘陵地帯にあり平安時代から小山凹北として栄え､小山凹氏という豪族が権勢を誇ったところでもある｡ここ

(/

【その二】

浄土宗のお寺私の生れ育った堂ケ山町に

は'町の中心部に遠生寺という浄土宗の末寺がある　(このお寺が江戸時代までは浄土真宗だったことを知ったのは､つい最近のことである｡)

戦時中は幼稚園もな- ､農

繁期には託児所と称して村中の幼児はお寺に捌けられ､和尚さん(オッサン)から行儀作法'簡単な読み書きを教えて傾いた｡

小学校(当時は国iy学校と

いった)　に入ると'村の全児嚢が登校前にお寺の境内に集まり､殻上級生か引卒して登校したものである｡寒い冬の朗などは防空頭巾をかぶりテンチを着て登校したが､全員が揃うまでたき火をして暖をとって待ったものである｡

盆踊りも当時はお寺の境内

で行われ､村人ばかりでな-遠-から他村の打年が遠征して来'いつの間にか村人と1緒に踊りに興じている姿があった｡盆踊りが機縁でロマンスが実り､ゴールインしたという話もいくつか耳にしたこ

I

とがある｡昔の盆踊りには集団見合いとしての役割もあったようである｡

関東地方は将軍家が浄土宗
を帰依したせいか､芝増上寺始め､浄土宗のお寺は多い｡家の近所にも伝重寺というさして大きくはないが､きれい

な浄土:]小のお寺があるLl

休日の午後散少でここを通

りかかると'同じ浄土JJ小という連想から決って遠生寺を思い出すから不思議である｡

楽しかった三十五
年目の修学旅

【その三】

幼ななじみと会った時｡
一昨年の十一月下旬､小学

校の修学旅行に参加した｡今更修学旅行とは奇異に感じら

県道632号線が走る堂ヶ山地内を望む

れる方も多いと思うが理由はこうだ｡

私達の同級生は､昭和二十

三年三月に小学校を卒業したが'戦後の混乱期で修学旅行も出来ずしまいであったか､地元に在住の方の肝入りで'卒業三十五周年を記念して観光バスによる修学旅行をやろうというものであった｡

私は東京から参加したので
米原のレス-ハウスで合流したが､他の方は小山田小学校校庭より出発であった｡総勢は約四十名で遠-は大阪'静岡､東京から参加された方もあった｡

三十五年の歳月と環境の相
違は姿､形を変えそれぞれの生活をにじませていたが､どなたも小学生時代の面影を残しており､ほとんどの人の顔と名前は一致した.

車中では､まるでタイムト

ンネルを抜け小学生時代に戻り話しに花が咲き､つきることがなかった｡ホテルでの宴会が終ってからも'気の合ったもの同志が語り明かした｡

帰りのバス車中では飲む者､

食べる者､しゃべる人'歌う人､思い思いに興じたが'卒業式の　｢蛍の光｣　｢仰げば尊し｣を斉蝦する頃には'涙と歌の混合体となった｡ちょうど昨年の紅白のフィナーレであった｡

私達の世代は､戦前戦後の



鵬JThる吉とwI抽

いつの時代でも､自分が生れ育ったふるさと

はよい所です｡また心に残っています｡

幼さ頃の遊び仲間､朝夕眺めた周囲の景色o

こうしたふるさとに対する気持は､特にその土

人はいざ　心も知らず

ふるさとは

花ぞ昔の杏に

にはいける

(古今集)

｢美里はいいなあ･･･｡広々

としていて- oJ

｢それにさあ'土かよく肥

えていてまっ黒だね.)

私達家族が揃ってふるさと
を訪れたのは､ここ何年振りかの事でした｡

幼い頃から｢西の山｣と親

しんできた鈴鹿の山々､畑には白菜が見事に育ち､茶畑も

｢これ､何て言うの7｣　って聞いたら　｢これか7これはハラヘール｣　｢エッ-｣　つまりこれを嘩っと｢腹が減る-｣ウ77｡｢今､お兄ちゃんもポクも欲しいものは何でも買えるでしょ｡でもね､当時は'食べるものも無かったの…｡お味増さ､皇貝えなかったのよ--.)｢草の根を噛んだり'お母さん病弱だったでしょう｡お爺ちゃん蛇を捕ってきてね｡滋養になるからって焼いて-礼たり-･･･ 0]　｢エエー?｣｢その頃は判らなかったけれ

⑥　地区広報おやまだ

混乱期に小学校､中学校で学び､生活物資だけでな-教朋もなかった｡そういった芹労を共にした世代だけに仲間意識か強いのであろうo　東京在住の高校時代の仲間が新年宴会に集まったり､時々理由をつけては飲むことが多い｡

今年の新年宴会には､小学
校から高校まで同級だった方が四日市と名古屋から参加して頂いた｡こうした方々と話す時'打算とか利害がな-本当に楽しいものである｡

人はそれぞれ'ふるさとに

対する感慨は違うかも知れないが'共通していることは傷心のときも'やすらぎを与えて-れる｢心のよりどころ｣ということであろうか｡

立派になりましたo　喜々とした子供達の声に　｢美里の人はみんな頑張ったんだよ｡苦労と努力でここまで来たんだよ｣　と諭す主人｡

｢お爺ちゃ

んもね'最初

ど､日本中が病んでいたの
0

≡.A

｢でも､あの頃のお爺ちゃん'痩せ-て怖かったなあ≡.｣

子供達に昔
を語りながら今の子供達に体験させてあ

は名古屋にいたのよoでもね､戦争でお母さんが生まれる前'ここに疎開してきたの-･･･ oJ｢あの辺はず-つと山だったのよ｡お爺ちゃんちの畑はね'お爺ちゃんは四ツ鍬と鶴噂でひとつひとつ振り起していったの-｡笹の根や､木の根っ株や-｡赤土ばかりでね- oJ｢鶴噂のこと､お爺ちゃんに

げる事の出来ない良き思い出の有る事にしあわせを感じ､豊かにひらけた美里を誇らし-思いました｡そして今なお健在な父と母をうれし-思い当時肋けていただいたご近所の方々に､あらためて感謝の気拝を抱きました｡

鵡W

小山田婦
人会独自で何か活動か行事を享との声があり､委員で協議した結果､会報を通じて婦人会のみなさんに'会の組織や活動等を理解していただき会員相互の連けいを保ちたいと手づ-りの

｢婦人会だより｣を発行することになりました｡

季節ごとに二-三地区で担

当を決めましたが､言葉を文章に替えるものの'物を書-ことには緑の遠い人が多く'それなりに暗中模索の気持で学生時代の記憶を手繰り寄せ忘れかけていた｢｡･ '｣　のつけ方等'文章を書-初歩の問題にも戸惑いましたが､みなさんからの　｢楽しみにしてます｣　の言葉に励まされ､原稿を依柑したり'考えたり懸命になりました｡

お陰様で､連合自治会のご協力と'地区市民センターのご指導をいただき､印刷や校正等お世話になり､ようや-広報紙としての役目を果たすことができました｡

委員さんたちも'遥か遠

い日々に体験した試験前夜のような緊張したひとときを思い起し､今回のわた-したちの広報活動の一環として経験したことが､懐かしい思い出として心に残ることでしょ､つ○

婦人会だより発行準備をする婦人会役員
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花に生きがいを/

-園芸クラブが誕生=

他康と趣珠をi=かして花づ

-りに親しむ伸閲を増やそうと､小山凹慶も会(=:'u住動州会珪)　と地区心iyセンターではこのほど尉芸クラブを新し-発妃しましたo
この園芸クラブは'菊の耗

i｡や､洋らんなど鉢柚､え､花ル樹芸の成i=.庭木､盆栽もの等その手節'時期に応じた手入れや栽･i=方法を毎月定例的に学んでい-もので'これらの講師役は会員の中からあたりますC

第l回目は､去る1月二十

五日､市比センターで　｢美くしい花を咲かすには､先づ土造りから｣　のテーマで指串の伊些二的郎氏を囲んで培養土の配合や'国別-肥料の作り方

など｡

第二回目は'二月二･十二日

｢脱穀が無-ても育つ洋らんの管埠とその手入れ｣を;:u住動州氏の指導で聞かれ'三十余名の会員も熱心にメモをとったり'その実技指導を受けていた｡

なお､こうして受けた技術

をもとに､各会員の手づくりによる作品は'秋の文化祭に

菜　の　花

内山町　匿　名

菜の花の早咲きを見つけて花切り妹を持って畑をのぞ-三つ川つ炎色い花に密蜂か三匹羽をふるわせている｡打い葉っぱの中から
一本だけのび上っているo

見事な花か発表される予定｡
また､この会はいつからで

も入会できますo　花を愛する方ぜひ入会して-i)さいo

妙味と妙織をかけた

しめじの自家栽培講習開-

洋らん作りを学ぶ堅云クラブ員

わた-し達の健康を支える

一番大切な日常の食生活､それには植物'動物､内規という三つの盛本的生物から釣り人‖いよ-栄養をとることが'自然の法則に適した健全な食生活であると言われています｡こうした食生活に欠かせない食品として､スーパーや八百屋さんの店虎に売っているキノコ頬･･････｡

地区市民センターでは'過

日しめじ=耳(ヒラタケ)　の自家栽培品田を開いた｡

指導は､鹿間町の近藤糾行
氏で'放培にあたっての生態や'その管理などについての

自家栽培管理の説明を聞く参加者

説明'原木への蔚打ち作業に参加者も'趣味と期待をかけ半年先'一年先を夢みなから熱心に聞き入っていたo

スラりとした苗い茎切ろうとしたら左姓か痛んで目きめた

午前二時だ

付添いの母が椅子に坐ったまま肥っている
L=碓婦の寵の輪が近づいて

うすやみの中に母のメガネがキラリと光った手術の日に来てくれたきり彼は来ないやさしい　いい人だったのに嫌々のお見合いで---いつも意地悪してたから来て-れな-ても仕方がない母も彼の事何んにもふれない花のいい匂い私はまた花畑にいるのかしら人の気配にふっと目覚める部屋一杯に明るい陽がさして花束持った彼がじっと　私を見ている　母はいない｢ゴメンネ　急な出張だったんだ　心配してたんだヨ　これお土産だ｣花束の下にケーキの稲が

ゆれている

涙があふれてきて花束がかすんでしまった｢来て下さったの　洗濯しに行ってたものですみません此の娘　あなたを待っていたのよ｣スリッパの音と共に母の声私は　毛布を顔のとまで引き上げたまぶたの裏に菜の花が一杯咲いて

左足の傷が

またスキンと痛んL)

-◇-

〝少女の笑顔″

山田町　矢田まさ子

｢アッ｣バスの時間だ私は急いでス-アを出たその時後から
｢これおばさんのと違いますか｣｢ふと｣振り向-と笑顔の少女

が私の財布を持って立っていた私は幣いて何度も礼を言った少女は笑顔で手を振って去って行ったなんと素晴らしい少女の笑顔きっと温かい家庭で育てられている少女と思う財布を見ると少女を思い出すその笑顔を忘れず明る-優しい社会人に又お嫁さんになって下さいと私は祈っている

-◇-

鈴鹿の山か見ています

矢田まさ子

鈴鹿山脈をバックに小山田は素晴らしい四季それぞれの衣装着て鈴鹿の山か見ています良い事も悪い事もお山はなんでも知ってます｡登校　登園　野良仕事出勤や　レジャーの人事故のないよう気をつけて｢いってらっしゃい｣と言うように今日も小山田見ていますこの世の中のある限り

小山田の平和と発展祈るよう鈴鹿の山が見ています｡

(㈲…鳳)
小山田軽費老人ホーム

俳句同好会

胸の中見すかされしや冬の月

道　子

吹-風を静かに宿す冬木立

千　代

たこ

幕る山に凧1ツある小正月

隼　雄

.;.J'

ふんばれる鐘揺堂に雪しぐれ

藍　生

L..(のけ
初茶湯少し太めの竹の箸

あ　き

小山田の坂の上より茶の勾ふ

い　つ

川べりの枯草ゆる,春さむし

志　は

寒椿紅く大きく池を投げ

加　藤

水仙を束ねて友の部屋見舞ふ

な　づ

毛糸編む孫の笑顔のふとうかぴ　　　　　　　　みつへ

＼t.I)

霜柱砕-に老の力革め

麦　笑

山門町　矢田まさ子

新築の鋒つき堂の

除夜を聞く

冬に耐え雑草強-

春を待つ



文化の殿堂

山

農業構造改善センターが完成　西

完成した農業構造改善センター

⑦　地区広報おやまだ

この地区広報紙がみなさん

のお手もとに届く頃には'かねてより建設が進められていた西山町農業構造改善センタI(集会所)も立派に完成しその雄姿を見せていることでしょう｡

蚊地面枯八一八Am'建築面

相二三二･七二が　(七〇･三九坪)　の鉄骨平屋造､総建設事業珊二七六二万三千円を粥やしての同センターは'今後町民の文化の殿堂として広-活用されることでしょう｡

今回の建設に至った経過は'

〝ひょうたんからこま〟という諺があるか､西山町集会所の誕生はまさにこの諺のごとしです｡

十数年前'どこの地区にも

熱い広がりをみせたソ7-ポ

-ル同好会が一､大人のたわいない遊びの中から日然に育った協調の大切さ､信掛感と友情--このすぼらしい鮭川としての団結の灯を消した-ないという'連帯感か地区の環境軽情への奉仕作業になり共同で倒-楽しさと影響力の大きさに歓喜Lt H分たちの生きている価値感を意識し'いま何かを自分たちの手で残そうO　自分たちの手ですばらしい遺産を次の世代に残してやりたいという願望が､町民全体の建設連動の輪に広がっていったのですo

加えて'1世代前の人たち

もいつか自分たちのふるさと〟西山町〟をよ-したいという希望をもち続けていたのですo

Lかし城皐という長い時代

を過ごし'戟後は食べることに追われ'みんなが団結する余裕がなかったのです｡その抑圧されていた永い心の重荷が､小さな盛りあがりの灯を大きな輪に広げることに強い支桟と協於を与えて-れL)のです｡

やがてこの土地から巣上り三

てい-多-の子供たちがいます｡彼等が生涯誇りに思える

立派なふるさとを作ってやりたい､J

次の世代が'われわれから
学びは承してい-ものを残してやりたいo　それか今を生きる町民全体の責務であるかと思いますo

いままさに文化の殿堂とし
ての物的環境の醗偏と充実は出来あがりました｡西山町の老若男女がこの殿堂を中心にして､心の文化を育てるために活用して､やがて町全体の生活向上の導火線になればと願っております｡その文化が定着したとき､人間の知り会った動機､出人目いの不思議さと緑というものの尊さを知ることによって'平和な人間関係が培かわれてい-ような気がいたします｡

西山町自治会長
矢　田　正　彦

一人はみんなのために

みんなは一人のために

子ども会育成活動に

ご協力を/

山田町　　長　田　良　一

｢はじめに育成会ありき｣-　o　この1年間'子供会育

t

成活動に参画して素直にそう思いますo

育成者がいろいろな行事を

計画して'そこへ子供たちを｢お客さん｣として迎える｡そんなパターンが､現在の子供会活動であり'育成者活動であるような感を強-持っています｡

もちろん'理想的と申しま

しょうか'自主的に､自立的に団結して｢子ども会｣を組織して非常に意義ある活動をして､そこへ育成者が適切なアドバイスなり'指導なりを行っている例もた-さんあります｡しかしそれはご-一部ではないかと思われます｡
いま､小山田地区の　｢子ど

も会｣は'各町で形だけはl応組織されておりますが､子ども会の会長なり副会長なりが､いわゆる面倒をみている形にはなっていません｡また育成会の役員も､大半は小学校pTAの地区委員が兼務をLt一年限りで交替しているため'本当に子供の中へどっぷりつかって､いろいろな悩みや､要求を聞いてやるという態勢にもなっていない状態です｡

将来の日本を背負う子供た

ちが'心身ともに健やかに育って-れるようにと倣う気持ちは'地区のみなさんすべてが持っておられることでしょ
･つ○

｢一人はみんなのために'

みんなは一人のために｣という'あたたかい気持ちをもった子供を育てるためにも'いま真剣に子ども会活動のことを考えていただきたい気持ちでいっぱいですo

｢はじめに子ども会ありき

- oJという理想を実現し'地区のすべての大人が'育成者としての自覚を持ちたいと思います｡

どうぞ｢子ども会活動｣に

ご協力をお願いします｡

たのしい子ども会活動

莱
誰でも気軽に参加できる恒

例の地区民新春囲恭大会が'今年も去る一月二十日地区市民センターで開催されたo

囲碁を通じて､お互いの交

流と仲間意識を高めようと冬

一回開かれているもので'今
年で五回目｡

参加者はそれぞれのハンデ

ィーにしたがい､リーグ戦で日頃親睦で椀をみがいた成果を発揮しようと､茶菓子を横

恒例の新春囲碁大会

に和気あいあいの中にも'7手一手を偵垂に運び'盤上での熱戦を繰り広げたC

当日の成績は次の

みなさんo

～◇　　-

A組①矢田三也(山田町)②片岡四郎(鹿間町)B組①松下　進(小山町)②長田一郎(山田町)



地区広報おやまだ　◎

つ　　ば　め

西陵中三年　藤　田　さとみ

枚か今から苦-作文は三年

糊の申てもらった賞の内でl番うれしか/ノL)作=州です｢つはめ｣

つはめは､枚漣か起きてい
ない時から爪動をし始める-そj Lを比た時'私は幣いたし

ある日のさけてある-私はR

かハノ′ときめたらまLJ川崎'その1.Tに糊二､三,きたものは､つはめの･gL?きいiたったし　それも象S.1が聞いていないのに
l生懸命鳴いていたし　そうす

ると豪の小にいるひな鳥までが家の中て鳴いているのたし姿も払えないのに鳴き=iて親とイかわかるんLjと'初めて知′[た　その時は驚いたLl

つばめは､家の中やいろい

ろな所に:.米を作る｡その材料はわらとか土であるD　どこからそのような物を取ってくるのか不m心議に思うD　そして何州も往復して器用に巣の形を作り'やっと出来上がるo　それから卵を産む｡卯の大きさは小さ-てどれ-らいかやわらかい｡そして日にちがたつにつれて卵かかえり親鳥か取rて来たえさを大きな口を開けてひな烏か食べます｡懸命にひな鳥たちは食べようとするり　それを見ると7牛懸命小

きようとしているのかよくわかる-飛べるくらいに大きくなって-ると親鳥も来なくなり〓分たちて飛はなくてはならないJ　ときとき比るけれどなかなか蛸べな-てこまったという･L6うな助をした烏かいることかある　私はもう少しもう少しと応招した-なる-私はこのようにつばめの梨作りから鳥が巣L机っていくまてを詳し-批容することができたし　私たちにとこしつばめは

)

そ....I I

るのは鳥にとっては迷惑だろう　八川には即鳥の住む端境を7=ZTL岐する柑利はないし､たとえ人榊にとって七日烏てあっても殺していいと考えるのは人間の利己､‡満てあるU　できる限り什ハ在の道を考えたい｡私の家には毎年つばめか来る｡いつもならきたないふんを‥渚としてい-いやな烏だとか思ったりしたことがありましたが'今年はなんだかとてもつばめが愛らしい烏のように見えますo　今年になって初めてそういう,ヤっに思ったo　そんな,ヤっに思ったのはつばめか
一生懸命生きて.いるというこ

とと親と｢のつながりをまのあたりに見たからてある3　両のEI]でもひな鳥のL)めにず,ふぬれになってえさをとってくるひたむきな親鳥の姿を比L)からて凍るJ　つばめは卯を戒めはきちんと市つまでめんどうをみるけれど人側は〓分の勝手て十供を捨てる人さえいるo　そんな人に比べればつばめの方かずっと税十の情愛か深いと思う｡これからはどんな動物に対しても人間の側からではな-それぞれの動物の側から人間が今なにをしてやれるか考えていきたいo

全国動物愛護作文コンクール---･二等日本動物福祉協会賞--‥受賞

毎年決まって来ては卵を疎み√供を巣ム仇たせてい-だけのように見えたり､たた季節を感じさせて-れたりするだけのように比えるけど'それだけてはないとH心う｡

私たちは'つばめの存在を

あまり理解していない?　つはめよりも､もっとりっはな鳥'かわいらしい烏などしか興味をしめきない人かL)くさんいる｡興味本位てもてはやされ

I.､､､Qt~'●､ヽ'一･●ーtL､●ーlー●ヽヽ､ー'､､-ヽ､ヽ､■L→l一､-､､L-･､ヽ､L→lLl'一･､一･･Ll.‥-ぜ･

心に残った体育祭

▼テン-の下は良かったけ‥

記録係をして▲

西陵中三年　伊　藤　千津子

帖しい3;い運動場にいることに比べて当然〝大田〟のテン-の下にいられるからてす｡ところが'実際〝記録係〟の忙しいこと/一度にた-さんの記録用紙がまわされ､それをたったふたりで計許し'記録をして次にまわすのてすむほとんど競技は見られなかった｡聞いた話だが'なんでも'今年は自分たちの体育祭をつ-りあけるために､生徒会美行委員会が打d休み前から案を練っていたらしい｡でも私にはこの忙しさに激怒するだけでそういうことにはあまり実感なかった｡というより､全部実行委員会がやればいい/という安易な考えが浮かぶばかりだった｡そんなことを考えている間にも'記録用紙はまわって-るという感じだo

係も係で忙

しかったけど

西陵中学校

色が落ちな-て､なんだか私達を励まして-れているよう

でとても快い

私は三年間のうちて　｢体育

黙｣か一番心に残っている｡なぜなら'今まてに経験したことのない充実感を抱いたからLJ｡

私は､体育33+;て〟.記録係〟

を抑当したい　記録係は前日から忙しかつL)り　記録川紙をつ-ったり､印刷をしたり-･

毎年恒例の体育祭では'記録係の仕事は当日の記録をメモするだけなのに今年は違ったo｢なんでいつもみたいにせんのやろ〃HJと'私は内心ひねくれていた｡そうなるのも当たり前だo　なぜなら'私が記録係を希望したのは､仕事が簡単で､そのうえ直射日光の

肋批技も競技て
忙しかった｡喜んだり'悔やんだり､思いっきり応接したり--0そんなとき途中で雨が降ってきた｡せ

気分になった｡それからまた″記録係〟にもどったが､とても気持ちよ-仕事ができたo

私がした仕
事は､実行委員会かしてく

っか-の体育祭なのにうっとうしい〃‥と思ったが'応接席の後ろのバックネッ-にはってある実行委員会が考えた案の応援看板が､雨にぬれても

れたことに比べればほんの小さなことだけど､少なくとも私は､この″記録係〟を抑当して'良かったなあと思った｡



よ-〝余生〟と亭三一口薬を

Tにしますが'老後は余生ではありませんD

名人は余った人生を生きて

いるのではなく､また､ついでに生きているものでもありませんo　老人気餌として､若い人のように〟即実行性〟はないかも知れませんが'〟潜在能力〟　″残存能力〟はすぼらしいと思います｡

これからますます急速に進

･‥

がボケにつながって行-のではないでしょうかo

私はかつてある病院で老人

病棟に勤務七ましたか'そこでいつとはなしにカップルができて､お二人が生き生きと療養しておられるのをみました｡医師の話では'それは老人にとって非常に良いことで｢お互いに頼り､甘､そりれる｣｢相手の世話をや-ことで生活に張りが出る｣　｢年代も､

む高齢化社会のなかで'まだまだ　〟老人の持つ力〟は人きいのではないでしょうかo

昭和三卜八年

に老人編祉法か制定され'坤花には膏山里会による立派な触祉施設があります｡しかしこうした

ボケないために

和無田町　中川　愛子

◎　地区広報おやまだ

中で特に注目しなければならないのは､独解老人'無配偶者老人に対する問題であると思います｡

子供や係達と住んでいれば
表面的な喜こびはあり少しは寂しさもまざれるてしょうが病気のとき､1人で自分の部屋にいる時など心の中まで満たされていないと思います｡

こうした空虚な生活かいつ

か人間を無気力にLt　無気力

生活環境もよ-帆た同志が遠慮なく何でも話し合える｣これは人間の､生きがいの原点である｡ボケは的;らないが進行を防ぐことはできると言われました｡

六十五歳定年制
の導入や､七十歳就業という今後当然起り得る生活問題に対応して､心

地区
行事

〔地区運動会〕 59.10.14

お昼休みのアトラクション行事

団体ごとの｢仮装行列｣
-小学校校庭にて

あれこれ

身の健康を計らぬばなりませんo

老化して行-肉体と'慰め

が得られない毎日の生活環境から脱却する自己防衛策として､皆様に利用していただくため〟ボランティア活動〟｢老人の茶のみ友達相談所｣を始めました｡まだ会員は三名ですが'ボケないために､皆様のご理解とご協力を得たいと思います｡=お問い合せは=TEL　二八-二八一五へ

丁軍::I--i :- --_I--

〔小山田地区道づくりの日〕 59.8.26

町民出合いによる∪字溝敷設工事
-堂ヶ山町にて

〔栄養教室〕 59.10.15

栄華のとり合わせなどを学ぶ
･-地区市民センターにて

〔地区文化祭〕 59.ll.10･11

会場一杯に展示された力作･労作に
参観者もうっとり-地区市民センターにて



地区広報おやまだ　⑲

盛大だった｢宮相撲六名場所｣

最後の場所は明治十一年十月

｣ハ名町　　田　中　弘治郎

国技とされている大相撲､

近年特に大衆に浸透され親しまれている大相撲も､古い歴史と共に歩んでいます｡

ここ､わたくしたちの住む

地内にもその昔｢宮相撲六名場所｣として盛大に行われていたことを､古-古老達から言い伝えで聞いています｡

それによると､その昔天領
民の誇りとして長-続いてきた｢宮相撲六名場所｣は二日間の期間で'春三月には八幡祭､秋十月の損かHハ祭には近藩召しかかえの力上や､近郷近在の力自慢の若人等が集まり'自力をためす良い場所として年々盛んになりました｡

しかし'不幸にして天保三

辰年(1八三三年)　の大地震

六名場所｣興業で下附された当時の

で､光輪寺の本堂の倒壊により1時中止して本堂の再建にあたった｡わずか十数戸の同行が1致団結し､必死の努力の結果十年後には現在の立派な本堂が再建されました｡

再建にあたり本堂の入価慶

讃法会を弘化三午年八月二八凹六年)　に行うため､その前祝として相撲大会を開催する計画が立てられ､その筋へ願い出ました｡

そうして'次のような目録

が下附されたので'土俵場を築き四本柱を立てることができました｡(当時は勝手につ-ることができなかった)

日　　銀

1'四　本　杭一㌧　天　　　幕

三　水　　　弓

一'力　　　弓

八幡宮御祭砥相撲え奉献千
代万代之未迄為者也

弘化二己十月四日

相撲頭取

島津海仙治鈴鹿川新吾

世話人

笹川吉兵衛小嵐玄吾郎

取　持

森田源左衛門

森田源七

六名村氏子中その後六名場所は年々盛ん

になり､幾十年間順調に催され､その結果相当紬の場銭が残り'神社鮮両も楽だったと聞いております｡

明治維新のl大政変で､1

時中止のやむなきにいたったが'このまま閉会にせず世の中が安走したら最後の場所を催して打ち止めにしようと衆議でまとまり'その筋へ次のような願吉を出し許可されました｡

角　力　実　行　願

今般当区内六名村字折戸須
&'神社境内にて別紙名取の者相雇い'角力興行仕度且木戸銭大人一人金一銭六厘'小児

1人金八厘｡揚拭鐘l枚に付
金八厘づつ申受け'来る十月九･十日晴天に限り実行仕候税金壱円相漆へ此段奉願仕候

明i=十一年十月l日

第一人区西小区

六名村

区長　紳木正順殿願の趣聴取申候也世の中は大豊作で､しかも

I,A

連日晴天つづさで櫓大鼓や､同町の森田善兵衛､林平五郎両家秘伝の三河花火(流星､菊花等)を打上げ'人出をさそい大入満員の盛況裡に六名場所は打止めとなりました｡
(註=光輪寺の古文書及び

市文化財指定の古文書を参考)

一一　　~~　妻

4階建の　　　　.

__撃墜墾軍書
4月には一般にも公開

小山田小

新装成った四階建の特別教室

昨年夏頃より'建設が進め
られておりました小山田小学校の特別教室が'このほど完成しました｡

この特別教室は鉄筋四階建

の建物で'二二五カ年管理棟をはじめ､体育館､給食室'プール等l連の新築工事に続-もので､これで小山田小学校の整備計画は全部完了する

(60年1 F]現/1三)

地区の人口　5,580人

町別 ��)���B�人口 冤 
男l女 剌` 

山田町 鼎CR�787 塔���1,668 

西山町 ��CR�286 �3�B�590 

小山町 ��C��294 �3�b�600 

内山町 鉄2�114 ��#R�239 

六名町 鼎R�102 ���B�206 

堂ケ山町 ���2�239 �#3b�475 

美里町 �3��84 田r�151 

鹿間町 �##R�445 鼎Sr�902 

和無田町 涛r�210 �##��430 

老人ホーム �3�"�98 �##��319 

計 ��ﾃc�2�2,659 �"ﾃ�#��5,580 

ことになりました.

特別教室は､1階が昇降室

と図書室'二階は理科室､三階は家庭科室'四階は三教室分の広さの会議室兼視聴覚室です｡

四階からは'鹿間町まで展

望でき､たいへんよい眺めです｡

四月下旬のpTA総会で全
員の皆様に校舎内を公開いたしますが'その折にはt般の方々にもご覧いただきたいと思っております｡

画画⑭㊨
◎三月'四月と言えば卒業'退職､転勤'入学､入社等まさに人生の大きな一つの節でもある｡いつまでも心に残るよい節であるように｡◎今回は他県に在住されている方から､ふるさとに関してのこ寄稿をいただきました｡また地区のみなさんからも多数お寄せいただき'心からお礼申し上げます｡◎地区広報｢おやまだ｣もみなさんの温かい育児のもとでちょうど五歳(第五号)　となり'幼稚園の年長組になりました｡さらに小･中･高へと進学に意欲満々o　おちこぼれや非行少年に走らないよう頑張ります｡


